
平成 28年度、まちのお金の使い道、一般会計当初予算は

99億1,224万円 （前年比7.1%増）
point

※グラフ中１万円未満は切り捨てて表示しているため、合計が一致しない場合があります。
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歳 入
99億1,224万円

皆さんが納める
税金や会社の
法人町民税など
町税（43.7％）
43億3,01   8万円

貯金である基金などから
一般会計へ繰入れるお金

繰入金（1.7％）
1億7,049万円

前年度の予算執行の結果残ったお金

繰越金（1.3％）
1億 2,800万円

保育所の保育料などのお金

分担金及び負担金ほか（4.2％）
4億 875万円

市町村間での財源の不均衡
調整に国から交付されるお金

地方交付税（13.3％）
13億1,700万円

事業を行うための
国からの
負担金・補助金

国庫支出金（12.5％）
12億 3,489万円

事業を行うための県か
らの負担金・補助金

県支出金（7.7％）
7億 5,848万円

町の借金

町債（8.7％）
8億 6,710万円

消費税徴収による県からのお金

地方消費税交付金（5.3％）
5億 3,000万円

国税として徴収される税のう
ち、町に譲与されるお金

地方譲与税ほか（1.6％）
1億 6,732万円

平成28年2月29日現在の人口30,976人で割って、1人あたりの予算を計算しました。

　医療費助成を中学生の外来
受診まで拡大するための準備の
ほか、認定こども園などへの保
育給付、年金生活者等支援給
付金、放課後児童クラブ新築
工事の費用のため

民生費
up

3億6,800万円

　幹線町道の整備を進めるため
土木費

up
3億5,700万円

　近年の借入額の増加と、学校
耐震化による地方債の償還が本
格化するため

公債費
up

4,500万円

　えひめ国体松前町実行委員
会への負担金や、給食センター
調理業務委託を行うものの、国
体施設整備事業が終了のため

教育費
down

1億 3,700万円

児童・老人福祉や
障がい者福祉の
民生費(38.8%)
38億 4,133万円

伊予消防等事務組合の
負担金、災害対策の

消防費（5.7％）
5億 6,570万円

議員の報酬など、議会の
活動・運営のための

議会費（1.2％）　
1億 2,110万円 商工業の振興などの

商工費5,686万円（0.6％）

予備費ほか
2,117万円（0.2％）

農水産業の振興、土地改良事業などの

農林水産業費（3.0％）
2億 9,290万円

町借金の
元利金返済の
公債費(10.5%)
10億 3,890万円

健康診断などの保健関係、
ごみ収集などの環境保全の

衛生費(8.3%)
8億 2,747万円

学校教育、生涯学習、
文化振興などの

教育費(9.1%)
9億 240万円

道路・水路、
公園整備などの

土木費（10.0％）
 9億 9,151万円

歳 出
99億1,224万円

◉皆さんに知ってほしいこと　
▼町には、まちをよりよくするため、28 年度に取り組むこと、町の進むべき方向を決めています。（町政方針） ▼そのためのお金のやりく

りも計画済みです。（当初予算） ▼では、どうして決まっていることをお知らせするのでしょう。 ▼家庭で考えてみましょう。家族旅行のた

めに節約することを、お母さんだけが計画して行動するよりも、お父さんも子どもも理解して一緒に行動する方が、節約も上手くいくし、

実現した旅行もずっと楽しいですよね。 ▼つまり、町の目指すものも、町民みんなで共通認識を持って、一緒に行動する方が上手くいくの

です。 ▼まちの主役は皆さんです。「みんなで一緒に」知って、行動しましょう。
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使うお金
【歳 出】

入るお金
【歳 入】

平成 28年度予算規模 （単位：千円、％）一般会計の当初予算
１人あたりに換算すると… 28年度 27年度 増減率

一般会計
（町の運営の基本的な経費を一つにまとめた会計）

9,912,241 9,256,171     7.1

国民健康保険特別会計
（国民健康保険の保険給付などを取扱う会計）

3,961,154 3,898,490 1.6

後期高齢者医療特別会計
（後期高齢者医療の保険給付などを取扱う会計）

419,433 403,258 4.0

介護保険特別会計
（介護予防や介護に関するサービスを取扱う会計）

2,671,331 2,769,125 △ 3.5

公共下水道事業特別会計
（下水管や処理施設の整備費用を取扱う会計）

697,126 653,284 6.7

特別会計　合計 7,749,044 7,724,157 0.3

水道事業会計（企業会計）
（安全でおいしい水を供給するための費用を取扱う会計）

787,458 715,809   10.0

総　　額 18,448,743 17,696,137 　4.3

　自主財源は町が自主的に収
入できるお金、依存財源は国
や県から交付されるお金や借
金です。自主財源が多いほど
町の運営は安定。独自性を保
てます。本年度は自主財源の
金額が前年度より増加したも
のの、全体に占める割合は1.4
％減少。厳しい財政運営です。

memo

    公債費
    33,538円
       （前年比   1,598円）

    土木費
    32,008円
       （前年比   11,626円）

    教育費
    29,132円 
        （前年比  △ 4,295円）

    衛生費
    26,713円
      （前年比  △1,235円）

    消防費
    18,262円
      （前年比   2,158円）

    農林水産業費
    9,455円
      （前年比  704円）

    議会費
    3,909円
      （前年比  △ 243円）

    商工費
    1,835円
      （前年比  △ 6円）

    予備費ほか
    683円
      （前年比   65円）

    民生費
    124,009円
　   （前年比   12,341円）

    総務費
     40,445円
　   （前年比  △ 373円）

1 人あたり

319,989円 up
22,340円

▼町税　景気回復傾向で町民税
が増収、償却資産分の増で固定資
産税が増収の見込み

▼国庫支出金・県支出金　国体
施設整備終了で減額があるものの、
年金生活者等支援給付金の実施
や幹線町道の整備事業で増加

▼その他　地方消費税の引き上げ
で地方消費税交付金は増額したも
のの、普通交付税は減額の見込み。
財源不足に対応するため、財政調
整基金から1億5,000万円繰入れ

pi
ck
 u
p

総務管理、税の課税・
収納、戸籍・住民基本
台帳関係などの

総務費(12.6%)
12億 5,285万円
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消防・防災の充実
・　防災 2,890万円
　防災力をより一層高めるため、防災士50人の養成
を行うとともに、指定避難所である公園・小中学校な
どに、発電機や投光器などの防災用資機材を整備しま
す。
　また、災害時に支援などが必要となる要支援者に関
する名簿について、管理システムを導入し、避難行動
要支援者名簿を更新します。

・　非常備消防一般管理 5,454万円
　地域防災力の向上を図るため、小型ポンプ、積載車、
活動服、防火手袋、防護ゴーグルなど消防団設備の充
実強化を図ります。

道路交通網の整備
・　幹線町道整備 3億6,539万円
　避難路・緊急輸送路を整備し、市街地の渋滞緩和や
交通拠点へのアクセス向上を図るため、西古泉筒井線
の整備を図ります。

・　橋りょう長寿命化修繕 2,000万円
　町内の道路橋などを法律に基づき点検し、予防保全
型の維持管理に努めます。

安全・安心な
まちづくり

子育て支援の充実

健康づくりの推進
・　母子健康診査 2,716万円
　妊婦や乳幼児の健康診査を行い、疾病の早期発見に
努めて、結果に応じた指導や助言を行います。また、費
用が高額となる特定不妊治療を受けている人には、負担
を軽減するため、治療費の一部を助成します。

・　予防接種 8,114万円
　予防接種法に基づき、各種接種を実施し、公衆衛生
の向上や医療費の抑制に努めます。

　（以下の事業内容は、4・5ページを参照）     
　放課後児童健全育成（放課後児童クラブ）
　放課後児童健全育成施設整備（同上）       
　保育所建設（松前・宗意原統合保育所）
　乳幼児・児童医療費助成（中学生まで無料化）

安心して子どもを生み、
育てることができるまちづくり

2,904 万円
1億 5,618 万円
 1,423万円
8,272万円

コミュニティの育成
・　コミュニティ対策 411万円
　平成27年度に実施した住民集会を基に、住民が主
体となって地域の課題を解決していく活動を支援しま
す。また、地域コミュニティの発展のため、各地域の集
会所、公園などの整備の助成を行います。

協働のまちづくりの推進
・　町政懇談会 8万円
　「みんなで支え合うまちづくり」を推進するため、各
地区をまわり住民の皆さんと意見交換を行う町政懇談
会（16ページを参照）を行います。

みんなで支え合う
まちづくり

農水産業の振興
・　土地改良 4,370万円
　農道や水路、揚水機場などの身近な土地改良施設の
新設と改良を行うことで、労力の軽減や維持管理に係
る経費を削減するほか、整備水準を高めることによっ
て生産性の向上や農業経営の安定化を図るため、県単
独補助または、町単独で揚水施設やかんがい排水施
設、たん水防除施設などの改修を行います。

商工業の振興
・　商工振興育成対策 767万円
　町内中小企業の指導・育成を行い、町の商工業の振
興に貢献し、産業の活性化を図るため、商工会への助成
を行います。

・　地場産業推進 908万円
　農業・漁業・商業・工業の生産者、関係団体と町が
連携して地場産業発展のための事業を進め、各地へ地
場産品の紹介に積極的に赴くほか、産業まつり 「たわわ
祭」を開催するなど町内外へ地場産業をアピールします。

快適で、文化的で、
おしゃれなまちづくり

賑わいと活力のある
まちづくり

協働のまちづくりの推進
・　おしゃれなまさき推進 1,011万円
　誰もが住んでみたいと思える誇れるライフタウンの
実現に向けて「快適で、文化的で、おしゃれなまちづ
くり」を推進します。

（以下の事業内容は、5ページを参照）
　松前町まちづくり女性会議 3万円

（以下の事業内容は、17ページを参照）
　義農祭      210 万円

松前町が目指す５つのまちづくりに沿って
99億円の使い道の一部をお知らせします

まさき    ❖    2015-4 10広報2015-4    ❖    広報  まさき11


